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❶
４
回
　
❷
立
石
　
❸
農
家
の
高
齢
化

に
よ
り
、
農
地
の
移
動
地
目
変
更
な
ど

の
申
請
が
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
申
請
案
件
に
対
し
、
慎
重
か
つ
適

正
な
審
議
に
努
め
ま
す
。

栗田　信
の ぶ お

夫 委員

（63）＝立石＝

❶
２
回

❷
立
山

❸
地
域
の
農
業
を
守
れ
る
よ
う
に
、
一

生
懸
命
に
取
り
組
み
ま
す
。

宮内　和
かずあき

明 委員

（64）＝立川中央＝

❶
１
回
　
❷
平
野
、
東
沖
、
天
地
、
西

沖
、
岡
、
重
松
　
❸
荒
廃
す
る
農
地
が

多
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
耕
作
維

持
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
農
業
委

員
の
自
覚
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

西永　善
よしのり

矩 委員

（69）＝駄場＝

❶
１
回
　
❷
川
中
、
立
川
袋
口

❸
高
齢
化
が
進
み
、
荒
れ
た
農
地
も
見

ら
れ
ま
す
。
有
害
鳥
獣
も
増
え
、
農
業

者
は
大
変
で
す
が
、
皆
さ
ん
と
共
に
頑

張
り
ま
す
。

下栁　吉
よしかず

數 委員

（65）＝川中２＝

❶
２
回
　
❷
長
田

❸
農
業
者
の
数
が
、
年
々
減
っ
て
い
ま

す
。
他
の
委
員
さ
ん
と
協
力
し
て
就
農

者
の
数
を
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中谷　信
のぶひろ

弘 委員

（71）＝長田＝

❶
１
回

❷
大
瀬
中
央

❸
農
村
の
景
観
保
全
に
努
力
し
ま
す
。

農
業
委
員
の
一
員
と
し
て
皆
さ
ん
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。 宮内　光

みつひろ

博 委員

（60）＝大久保＝

❶
１
回
　
❷
柿
原
、
田
ノ
口
、
上
宿
間
、

下
宿
間
、
福
岡
　
❸
減
反
の
見
直
し
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
国
際
化
、
農
業
政
策
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
る
今
日
、

地
域
農
業
の
向
上
発
展
に
努
め
ま
す
。

松田　敏
さとし

 委員

（66）＝福岡＝

❶
１
回
　
❷
上
川
、
中
川

❸
耕
作
放
棄
地
、
後
継
者
不
足
な
ど
、

多
く
の
課
題
の
改
善
に
取
り
組
み
、
地

域
農
業
発
展
の
た
め
努
力
し
ま
す
。

藤﨑　安
や す お

夫 委員

（65）＝上川中＝

❶
１
回
　
❷
本
川

❸
優
良
農
地
の
有
効
利
用
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
を
図
り
、
住
み
よ
い
環
境

や
農
業
を
守
り
な
が
ら
、
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

北岡　清
きよし

 委員

（52）＝宮原＝

❶
３
回
　
❷
大
瀬
北

❸
制
度
の
改
革
な
ど
に
対
応
し
な
が

ら
、
地
域
農
業
活
性
の
た
め
に
担
い
手

の
育
成
、
土
地
の
有
効
利
用
の
促
進
に

努
め
ま
す
。

大程久
く す お

壽男 委員

（63）＝程内＝

❶
２
回
　
❷
和
田
、
村
前
、
北
深

❸
農
業
・
農
家
を
取
り
巻
く
状
況
は
ま

す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
農

家
が
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

尾形　秀
ひであき

明 委員

（52）＝和田＝

❶
１
回
　
❷
吉
野
川
、
中
田
渡
、
上
田

渡
、
臼
杵
　
❸
農
業
委
員
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
地
域
農
業
の
た
め

に
努
力
し
ま
す
。
少
し
で
も
皆
さ
ん
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
ま
す
。 和田　清

きよみつ

光 委員

（67）＝中田渡３＝

❶
２
回
　
❷
内
子
１
〜
22
、
知
清

❸
農
業
経
営
が
ど
う
な
る
の
か
、
先
が

見
え
な
い
状
況
で
す
が
、
将
来
も
農
業

が
続
け
ら
れ
る
よ
う
農
地
を
守
る
努
力

を
し
ま
す
。

德本　英
ひでのぶ

信 委員

（65）＝内子 17 ＝

❶
１
回

❷
大
平
、
日
野
川
、
小
田

❸
内
子
町
お
よ
び
地
域
農
業
の
発
展
の

た
め
、
努
力
し
ま
す
。

西岡　正
ただし

 委員

（66）＝日野泉＝

❶
１
回
　
❷
御
祓

❸
先
輩
た
ち
に
指
導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
農
業
委
員
と
し
て
の
責
任
を
果
た

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 上岡　豊

とよあき

秋 委員

（67）＝谷＝

❶
１
回
　
❷
宿
茂
、
松
尾
、
田
中
、
護

国
、
富
中
、
富
長
、
岡
、
大
岡

❸
農
地
の
有
効
利
用
と
景
観
環
境
を
守

り
、
農
業
の
活
性
化
に
努
力
し
ま
す
。

宮内　康
やすくに

都 委員

（65）＝宿茂＝

❶
２
回
　
❷
五
十
崎
、
大
久
喜

❸
農
業
委
員
の
一
員
と
し
て
、
内
子
町

の
農
業
発
展
の
た
め
取
り
組
み
ま
す
。

西岡　高
た か し

志 委員

（63）＝古田＝

❶
３
回
　
❷
大
瀬
東
　
❸
農
家
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
耕
作
放
棄
地

が
増
え
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
耕
作
放

棄
地
を
減
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
農
業
の

発
展
の
た
め
努
力
し
ま
す
。

山田　富
とみやす

泰 委員

（65）＝路木＝

❶
３
回
　

❷
論
田
、
河
内
、
石
畳
　

❸
現
在
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

農
業
者
の
高
齢
化
や
Ｔテ
ィ
ー
ピ
ー
ピ
ー

Ｐ
Ｐ
を
は
じ

め
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら

会
長
職
に
選
任
さ
れ
、
責
任
の
重
大
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学
非

才
の
身
で
あ
り
ま
す
の
で
、
各
委
員
の

協
力
を
得
な
が
ら
関
係
各
機
関
と
連
携

し
つ
つ
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
農
業

振
興
に
努
め
ま
す
。
　

上岡　孝
たかみつ

光 会長

（67）＝河内５＝

❶
３
回
❷
大
瀬
南

❸
先
祖
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
農
地

を
守
れ
な
い
、
厳
し
い
時
代
に
な
り
ま

し
た
。
意
欲
あ
る
担
い
手
と
共
に
、
農

業
・
農
村
の
振
興
に
努
め
ま
す
。 堀本　健

け ん じ

二委員

会長職務代理者

（61）＝喜多村＝

❶
当
選
回
数
　
❷
担
当
地
区
　
❸
抱
負

新 農業委員を紹介します
　任期満了に伴う「内子町農業委員会委員選挙」が４月21日に告示され、立候補者が定数の20人
を超えなかったため、次の皆さんが無投票で当選しました。任期は３年間です。
　また５月14日には第１回農業委員会が開かれ、会長に上岡孝

たかみつ

光委員、会長職務代理者に堀本
健
けんじ

二委員が選出されました。
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担
当
地
区
：
寺
村
︑
南
山

　農業委員には選挙で選ばれた委員のほかに、農業協同組合や農業共済組合などがそれぞれ推薦
した理事（１号選任）と、農業委員会の職務に関する学識経験を有する人で、議会が推薦した人（２
号選任）を、それぞれ選任しなければならないことになっています。
　各委員の皆さんは次のとおりです。

１
号
選
任
委
員

２
号
選
任
委
員

❖
農
業
共
済
組
合
推
薦
❖

❖
農
業
協
同
組
合
推
薦
❖

❖
議
会
推
薦
❖

❖
土
地
改
良
区
推
薦
❖

藤田　好
よしあき

秋 委員

（65）＝大久保＝
林　博

ひろし

 委員

（57）＝東組＝
前田　安

やすまさ

正 委員

（65）＝柿原＝

池田　洋
ようすけ

助 委員

（49）＝内子４＝
田中　京

きょうこ

子 委員

（55）＝下立山＝
宮岡眞

ま さ こ

砂子 委員

（53）＝亀井＝
本田美

み さ こ

佐子 委員

（65）＝新田第２＝

髙本　厚
あ つ み

美 委員

（69）＝本町１＝
水岡　芳

よしひろ

廣 委員

（62）＝立石＝

農業委員の紹介
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